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称名寺所蔵「本命星供略次第」に見える思想と文化

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

現
存
す
る
中
国
密
教
の
星
供
に
関
す
る
資
料
は
多
く
な
い
が
、
日
本
で
は
平
安
時
代
中
期
以
来
、
密
教
星
供
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、そ
れ
を
記
す
も
の
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。多
種
多
様
な
星
供
関
係
の
聖
教
が
法
会
の
勤
修
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
こ
と（
１
）、

ま
た
北
斗
法
を
修
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
北
斗
曼
荼
羅
が
日
本
で
形
が
整
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と  （
２
）
な
ど
か
ら
は
、
密
教
星
供
の
日

本
的
展
開
が
窺
え
る
。
興
味
深
い
の
は
、
理
論
的
な
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
星
供
関
係
の
聖
教
に
は
、
日
本
に
公
的
に
は
伝
播
し
な
か
っ
た

道
教
の
思
想
や
そ
の
経
典
の
記
述
と
類
似
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
作
法
と
い
っ
た
供
物
に
関
わ
る
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
例
え

ば
、
星
供
で
多
用
さ
れ
る
茶
が
、
中
国
と
違
っ
て
広
く
流
通
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
星
供
の
作
法
を
記
す
中
世
日
本
の
聖
教
に

は
そ
の
利
用
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
密
教
寺
院
に
伝
来
し
た
聖
教
を
手
が
か
り
と
し
て
、
中
国
密

教
星
供
が
日
本
に
伝
来
し
た
後
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
現
存
資
料
の
少
な
い
中
国
密
教
星
供
を
構
成
す
る
古
層
的
な
部

称
名
寺
所
蔵「
本
命
星
供
略
次
第
」に
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え
る
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想
と
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化
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名
揚
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分
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
、
よ
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
称
名
寺（
横
浜
市
金
沢
区
）所
蔵
星
供
関
係
資
料
の
う
ち
、「
本
命
星
供
略
次
第
」（「
称
名
寺
聖
教
」三
一
八
函
一
二
〇
号
）

に
記
さ
れ
る「
道
場
観
」の
部
分
、
ま
た「
御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度
」に
見
え
る「
荼
一
束
」と
い
う
語
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
道
教
文
化
史

と
喫
茶
文
化
史
の
視
点
か
ら
小
考
し
た
い
。

　
　
　
　

一
、 
二
つ
の
「
本
命
星
供
略
次
第
」

　

国
宝
「
称
名
寺
聖
教
」
に
は
二
点
の
「
本
命
星
供
略
次
第
」
が
伝
来
し
て
お
り
、
現
在
、
管
理
機
関
の
金
沢
文
庫
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

「
三
一
八
函
一
二
〇
号
」と「
三
一
八
函
一
二
一
号
」と
い
う
架
蔵
番
号
と
整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る（
以
下
、「
一
二
〇
号
」「
一
二
一
号
」

と
略
す
場
合
が
あ
る
）。

　
「
一
二
〇
号
」も「
一
二
一
号
」も
鎌
倉
時
代
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
形
状
に
つ
い
て
、「
一
二
〇
号
」は
七
紙
に
よ
っ
て
繋
ぎ
合
わ

せ
た
、
縦
15
・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
12
・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
折
本
で
あ
る
。「
一
二
一
号
」も
折
本
で
あ
る
が
、
四
紙
を
繋
ぎ
合

わ
せ
た
、
縦
15
・
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
12
・
2
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
落
丁
と
思
わ
れ
る
別
紙
一
紙
が
付

さ
れ
て
い
る  （
３
）。「
一
二
〇
号
」も「
一
二
一
号
」も
基
本
的
に
折
り
目
の
左
右
に
七
行
の
文
字
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
部
分
的
に
墨
書
の

訓
点（
片
仮
名
・
返
り
点
）と
朱
書
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。
両
者
に
は
文
字
の
異
同
と
一
部
前
後
す
る
記
述
が
見
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
一
行

あ
た
り
の
文
字
数
が
異
な
る
部
分
も
あ
る
が
、内
容
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ「
一
二
〇
号
」の
裏
書
は「
一
二
一
号
」に
見
当
た
ら
ず
、

ま
た「
一
二
一
号
」で
は
、
次
に
一
部
を
翻
刻
す
る「
一
二
〇
号
」の
第
一
二
葉
第
六
行
以
降
の
内
容
が
紙
背
に
記
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
は

壇
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
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称名寺所蔵「本命星供略次第」に見える思想と文化

　

以
下
、
本
稿
で
注
目
す
る「
一
二
〇
号
」の
一
部
を
翻
刻
す
る  （
４
）。

図１　�称名寺所蔵（神奈川県立金沢文庫管理）「本命星供略次第」
（「称名寺聖教」318 函 120 号）「道場観」

（
外
題
）

本
命
星
供
略
次
第
広

（
第
一
葉
か
ら
第
四
葉　

略
）

（
第
五
葉
）

１　

次
道
場
観
如
来
挙
印

２　

地
上
ニ
有
二 

ラ
ン 

字
一
放
テ

二
赤
色
ノ
光
ヲ

一
焼 

─

３　

浄
テ
一
切
ノ
不
浄
ヲ

一
成
二
清
浄
ノ
瑠
璃
ノ
宝

４　

地
ト

一
々
ノ
上
ニ
有
二
ア 

字
一
成
七
宝
荘
厳
ノ

５　

宮
殿
ト
々
中
ニ
有 

ア 

字
一
放
テ

二
白
色
光
ヲ

一

６　

成
二
一
ノ
方ホ

ウ

壇
ト

一
々
ノ
上
ニ
有
三
ノ 

キ
リ
ク 

字
一
々

７　

反
成
三
ノ
荷
葉
座
ト

一
々
ノ
上
ニ
各
有
二 

ウ
ン 

（
第
六
葉
）

１　

字
一
々
反
成
二
星
形
一
々
々
反
成
二
本
命
星

２　

本
命
曜
本
命
宿
一
身
相
具
足
シ
光
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３　

明
晴
徹
ス
無
量
星
宿
前
後
囲
繞
セ
リ

４　

次
七
処
加
持

５　

次
大
虚
空
蔵　

次
宝
車
輅

６　

次
請
車
輅　

次
大
鈎
召

７　

次
虚
空
網　

次
火
院

【
覚
印
阿
闍
梨
云

　
　

本
命
供
壇
位
不
定
事

〇
北
辰

〇
本
命
星

〇
当
年
星

〇
当
年
星

〇
本
命
星

〇
生
月
宮

小
野
説　
　
　
　

勧
修
寺
説

如
此
両
説
万
人
用
之
今
案
之
悉

無
其
謂
也
既
号
本
命
供
而
調
三

前
供
具
最
可
供
三
種
本
命
星
也

所
謂
本
命
星
七
星

随
一
本
命
曜
七
曜

随
一

本
命
宿
廿
八
宿

随　

一
宿
曜
祿
命
家
所

用
本
命
専
此
三
也
必
可
連
供
之

若
如
先
徳
壇
供
北
辰
成
常｛
当
｝年
星
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称名寺所蔵「本命星供略次第」に見える思想と文化

成
本
生
宮
者
只
供
要
星
也
更
無

本
命
供
義
然
者
雖
今
案
之
義

非
無
道
理
仍
為
自
行
草
次
第
一
帖
云

問
答
次
第　

〇　

其
壇
如
左

〇
本
命
曜

〇
本
命
星

〇
本
命
宿

私
云
印（
阿
）闍
梨
所
用
者
相
叶
法
蔵
僧

都
説
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
交
了
】

（
第
七
葉
～
第
一
八
葉　

略
）

（
第
一
九
葉
）

１　

紙
銭
事

　
　
　
　
　
　
　
　
【
或
十
二

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

仮
令
二
歳
子
ニ
ハ
二
重
十
歳
ニ
ハ
十
か
さ
ね
也
】
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２　

十
二
文
或
十
文
ヲ
一
貫
ニ
テ
随
施
主

３　

年
テ
用
貫
数
一
也
仮
令
十
歳
人

４　
ナ
ラ
ハ
十
貫
廿
歳
人
ナ
ラ
ハ
廿
貫
ナ
リ

５　

十
歳
人
ノ
ハ
三
ノ
本
命
前
ニ
各
十
貫
廿
歳

６　

施
主
ノ
ニ
ハ
三
ノ
本
命
前
各
廿
貫
也

７　

三
時
行
法（
供
）物
事

（
第
二
〇
葉
）

１　

後
夜
粥
三
坏

２　

日
中
洗
米
三
坏　

或
仏

菓
子
三
坏　

供

汁
三
坏

３　

初
夜
幡
三
流　

幣
六
本　
　

紙
銭
三
坏　

爉
燭
三
坏

４　

一
時
行
法
供
物
事

５　

幡
三
流　

幣
六
本

６　

紙
銭
三
坏　

洗
米
三
坏
或
爉
燭

【
カ
シ
キ
マ
シ
■
■

　

炊
交
飯
也
ソ
ノ
上
ニ
コ
レ
ヲ
サ
ス
ヲ

　

ラ
ン
ソ
ク
ト
云
】

７
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称名寺所蔵「本命星供略次第」に見える思想と文化

（
第
二
一
葉
）

１　

御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度

２　

蘇　
　
　
　

密

３　

名
香
沈
白
檀　

壇
一
面
方
三
尺

４　

脇
机
一
脚　
　
　

灯
台
二
本

《
用
蠟
燭
時
出
布
一
段
一
丈

無
蠟
燭
時

壇
敷
布

一
段
許
也
》

　
　
　
　
　
　
　
　
《
布
一
段
一
丈	

壇
敷
料
一
段

	

蠟
燭
料
一
丈
》

５　

半
帖
一
枚　

壇
敷
布
一
段

６　

上
紙
二
帖　

小
刀
一
柄《
或
不
出
之
》

７　

桶
一
口
在
杓　

折
敷
二
枚

（
第
二
二
葉
）

《
用
蠟
燭

時
出
五
穀

無
蠟
燭

時不
載
》

図２　�称名寺所蔵（神奈川県立金沢文庫管理）「本命星供略次第」（「称名寺
聖教」318 函 120 号）「御本命星供七箇日支度」
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《
或
三
石
五
斗
》 

　
　
　
　
　
　
　
《
或
三
升
五
合
》

１　

米
二
石
一
斗　

油
二
升
一
合

　
　
　
　

 《
五
穀
各
五
升
》

２　

荼
一
束　

火
鉢
一
口

　
　
　
　

 《
或
不
載
荼
火
鉢

　
　
　
　

  

等
二
種
》

３　

浄
衣
白
色

４　

右
注
進
如
件

５　

年　

月　

日

６７
　
　
　
　

二
、 「
本
命
星
供
略
次
第
」
の
観
想
と
道
教

　
「
本
命
星
供
略
次
第
」に
お
い
て
、ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、「
道
場
観
」と
い
う
観
想
の
部
分（
第
五
葉
第
一
行
～
第
六
葉
第
三
行
。
図
１
）

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
観
想
と
は
、
対
象
に
心
を
こ
ら
し
、
そ
の
姿
を
思
い
描
く
こ
と  （
５
）で
あ
る
。
た
だ
し
、
早
く
仏
陀
跋
陀
羅（
三
五
九

～
四
二
九
）の
訳
と
伝
え
ら
れ
る『
観
仏
三
昧
海
経
』（『
大
正
蔵
』巻
一
五
所
収
）に
も
釈
迦
牟
尼
の
相
好
を
観
想
す
る
こ
と
、い
わ
ゆ
る「
観

仏
三
昧
」が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
観
想
は
密
教
独
自
の
方
法
で
は
な
い
。
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称名寺所蔵「本命星供略次第」に見える思想と文化

　

密
教
の
観
想
に
は
、
道
教
的
な
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
密
教
で
は
観
想
を
行
う
際
の
曼
荼
羅
の
使
用
は
、
坂
出
祥

伸
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
太
平
経
』な
ど
道
教
側
の
存
思
、
す
な
わ
ち
意
識
を
集
中
し
、
神
々
が
あ
た
か
も
眼
前
に
い
る
か
の
よ
う
に

想
念
す
る  （
６
）
時
に
図
像
を
用
い
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
可
能
性
が
あ
る  （
７
）。
ま
た
、
密
教
の
観
想
を
記
す
資
料
の
表
現
に
も
、
道
教

と
近
似
す
る
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
唐
の
般
若
力
（
未
詳
）
の
訳
と
さ
れ
る  （
８
）『
迦
楼
羅
及
諸
天
密
言
経
』（『
大
正
蔵
』
巻
二
一
所
収
。

純
密
流
布
以
後
の
成
立
か
）に
は「
存
想
檀
法
」（
三
三
九
中
）と
名
付
け
ら
れ
る
修
法
が
見
え
て
お
り
、
三
崎
良
周
氏
は
、
こ
の「
存
想
檀

法
」は
存
思
と
と
も
に
、
道
教
用
語
と
言
う
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る  （
９
）。『
迦
楼
羅
及
諸
天
密
言
経
』の
み
で
は
、
密
教
の
観
想
は
道
教

に
由
来
す
る
も
の
と
断
言
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
表
現
と
い
う
点
に
お
い
て
、
一
部
の
密
教
儀
礼
は
道
教
思
想
を
受
容
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
そ
こ
か
ら
、
唐
代
の
人
々
は
密
教
の
観
想
を
道
教
的
な
も
の
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
も
提
起
さ
れ
る
。

　

以
下
は
、
坂
出
氏
と
三
崎
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
密
教
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
六
朝
か
ら
唐
代
ま
で
の
資
料
を
手
が
か

り
に
、「
本
命
星
供
略
次
第
」の「
道
場
観
」の
部
分
と
道
教
思
想
の
共
通
点
に
つ
い
て
少
し
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず「
本
命
星
供
略

次
第
」の「
道
場
観
」の
部
分
を
現
代
語
訳
に
し
て
お
こ
う
。

地
上
に
は
ラ
ン
の
字
が
あ
り
、
こ
の
字
は
赤
色
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
穢
れ
を
焼
き
尽
く
し
、
清
ら
か
な
瑠
璃
の
宝
地
に
変
わ
る
。

そ
の
地
上
に
は
ア
の
字
が
あ
り
、
そ
れ
が
七
宝
荘
厳
の
宮
殿
に
変
わ
る
。
宮
殿
の
中
に
は
ア
の
字
が
あ
り
、
白
い
光
を
放
ち
、
そ
れ

が
一
つ
の
方
壇
に
変
わ
る
。
壇
上
に
は
三
つ
の
キ
リ
ク
の
字
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
変
化
し
て （
10
）
荷
葉
座
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
荷

葉
座
に
は
ウ
ン
の
字
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
変
化
し
て
星
の
形
に
変
わ
り
、
さ
ら
に
変
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
本
命
星
・
本
命
曜
・
本
命
宿

に
変
わ
る
。（
神
格
化
さ
れ
た
本
命
星
・
本
命
曜
・
本
命
宿
の
姿
は
）欠
け
る
こ
と
な
く
す
べ
て
備
わ
っ
て
お
り
、
明
る
く
清
ら
か
で

あ
る
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
星
宿
が
そ
の
周
り
を
巡
っ
て
敬
礼
す
る
。
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右
の「
道
場
観
」で
は
道
場
の
建
立
か
ら
、
儀
礼
で
供
養
す
る
本
命
星
・
本
命
曜
・
本
命
宿
の
出
現
、
お
よ
び
そ
の
姿
ま
で
の
観
想
の
過

程
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
寛
助（
一
〇
五
七
～
一
一
二
五
）の『
別
行
』（『
大
正
蔵
』巻
七
八
所
収
）に
よ
れ
ば
、
図
像
の
曼
荼
羅

の
内
容
を
文
字
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、『
別
行
』巻
七「
諸
天
・
下
・
星
宿
供
」の「
道
場
観
」に
は「
法
界
宮
中
有
大
曼
荼

羅
壇（
法
界
の
宮
中
に
は
大
曼
荼
羅
が
あ
る
）」（
一
七
九
上
）と
あ
る
こ
と
、
こ
の「
大
曼
荼
羅
檀
」に
は
北
斗
七
星
・
本
命
曜
・
本
命
宿
を

含
め
た
星
宿
が
見
え
る
こ
と
、
そ
し
て
星
宿
神
を
描
写
す
る
部
分
が「
本
命
星
供
略
次
第
」と
類
似
、
も
し
く
は
一
致
す
る
こ
と
か
ら
推
察

さ
れ
る （
11
）。
密
教
の
観
想
と
道
教
の
存
思
に
お
い
て
図
像
を
用
い
る
こ
と
の
関
係
性
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
坂
出
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
た
が
、
右
の
よ
う
な
曼
荼
羅
に
基
づ
く
観
想
に
は
、
道
教
思
想
と
類
似
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
本
命
星
供
略
次
第
」の
冒
頭
に
見
え
る
、
火
大
を
表
す
梵
字
ラ
ン
の「
赤
色
の
光
」が
穢
れ
を
焼
き
尽
く
す
と
い
う
の
は
、
不
空（
七
〇
五

～
七
七
四
）の
訳
と
さ
れ
る『
瑜
伽
蓮
華
部
念
誦
法
』（『
大
正
蔵
』巻
二
〇
所
収
）の「
若
触
穢
処
、
当
観
頂
上
有
法
界
生
字
、
放
赤
色
光
、

所
謂
嚂
字
。
於
所
食
物
皆
加
持
此
字
、
即
不
成
穢
触
（
穢
れ
た
と
こ
ろ
に
触
れ
た
場
合
、
頂
上
の
法
界
に
文
字
が
現
れ
、（
そ
の
文
字
が
）

赤
い
光
を
放
ち
、
い
わ
ゆ
る
嚂
字
を
観
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
こ
の
字
で
加
持
す
れ
ば
、
穢
れ
に
触
れ
る
こ
と

に
な
ら
な
い
）」（
八
下
）と
い
う
記
述
と
の
関
係
性
を
思
わ
せ
る
が
、「
赤
色
の
光
」が
穢
れ
を「
焼
き
尽
」く
す
と
い
う
、
火
に
よ
る
浄
化

論
は
、
道
教
経
典
に
も
類
似
す
る
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
道
教
で
は
、
早
く
太
陽
の
光
を
「
赤
芒
」
と
言
い
、
ま
た
そ
の
光
が
火
と
な
り
、

病
や
穢
れ
を
焼
き
尽
く
す
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
例
え
ば
、
陶
弘
景（
四
五
六
～
五
三
六
）が
編
集
し
た『
真
誥
』（『
正
統
道
蔵
』六
三
七

～
六
四
〇
冊
所
収
）巻
十「
協
昌
期
第
二
」に
は「
消
魔
上
秘
祝
法
」と
い
う
存
思
の
道
術
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は「
夜
臥
覚
、
存
日
象

在
疾
手
中
、
握
之
使
日
光
赤
芒
従
臂
中
逆
至
肘
腋
間
、
良
久
、
日
芒
忽
変
成
火
焼
臂
、
使
臂
內
外
通
匝
洞
徹
（
夜
、
眠
っ
て
い
て
目
が
覚

め
た
時
、
病
に
罹
っ
て
い
る
手
の
中
に
太
陽
の
形
象
が
あ
り
、
そ
れ
を
握
っ
て
太
陽
の
赤
い
光
が
腕
か
ら
肘
と
脇
ま
で
昇
り
至
ら
せ
、
し

ば
ら
く
す
る
と
、
太
陽
の
光
が
突
然
火
に
変
わ
っ
て
腕
を
燃
や
し
、
腕
全
体
を
貫
通
さ
せ
て
滞
る
こ
と
な
く
通
り
抜
け
る
こ
と
を
存
思
す
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る （
12
））」（
一
五
ａ
）と
あ
る
。
こ
の
存
思
の
道
術
が
行
わ
れ
た
後
、密
か
に「
四
明
上
元
、日
月
気
分
。
流
光
煥
曜
、灌
液
凝
魂
。
神
光
散
景
、

蕩
穢
錬
煙
。
洞
徹
風
気
、
百
邪
燔
然
。
使
得
長
生
、
四
肢
完
全
。
注
害
考
鬼
、
收
付
北
辰
（
四
方
と
も
明
る
い
上
空
に
、
日
月
の
気
は
分

か
れ
る
。流
動
す
る
光
は
輝
き
、流
れ
る
液
は
魂
を
結
ぶ
。神
光
は
輝
き
を
放
ち
、穢
れ
を
一
掃
し（
た
後
、）練
り
上
げ
て
煙
に
す
る
。（
ま
た
）

風
の
気
を
抜
け
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
邪
悪
を
燃
や
す
。
長
生
き
さ
せ
、
四
肢（
の
病
）を
完
全
に
治
す
。
害
を
与
え（
人
間
の
行
い
を
）調
べ
て

記
録
す
る
鬼
を
、捕
ら
え
て
北
辰
に
引
き
渡
す
）」（
一
五
ａ
）と
い
う
呪
文
を
唱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
日
光
赤
芒（
神

光
）」が
穢
れ
や
邪
気
を
浄
化
す
る
効
能
が
考
え
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
赤
色
の
光
」が「
一
切
の
不
浄
を
焼
浄
す
」

と
い
う「
道
場
観
」の
観
想
は
、「
消
魔
上
秘
祝
法
」に
見
え
る
存
思
の
内
容
、
す
な
わ
ち「
赤
芒（
神
光
）」が「
百
邪
」を「
燔
然
」さ
せ
る
と
い

う
考
え
方
と
の
共
通
性
が
見
出
せ
る （
13
）。

　
「
道
場
観
」に
は
、
道
場
が
梵
字
の「
赤
色
の
光
」に
浄
化
さ
れ
た
後「
清
浄
ノ
瑠
璃
ノ
宝
地
」が
現
れ
、
そ
こ
に
は
梵
字
に
よ
る「
七
宝
荘

厳
ノ
宮
殿
」が
建
立
さ
れ
る
。
そ
し
て「
七
宝
荘
厳
ノ
宮
殿
」に
お
い
て
梵
字
が
白
色 （
14
）の
光
を
放
ち
、そ
れ
に
よ
っ
て
方
形
の
壇
が
現
れ
、

壇
上
の
梵
字
が
荷
葉
座
に
変
わ
り
、
荷
葉
座
の
梵
字
か
ら
本
命
星
・
本
命
曜
・
本
命
宿
の
三
尊
格
が
出
現
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
自
然

に
あ
る
文
字（
こ
こ
で
は
梵
字
）か
ら
物
事
が
生
成
し
、
そ
こ
か
ら
儀
式
を
行
い
人
々
に
利
益
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
空
海（
七
七
四
～

八
三
五
）の『
文
鏡
秘
府
論
』に
見
え
る
文
字
観
、
す
な
わ
ち
天
地
宇
宙
に
自
然
に
現
れ
る
文
字
を
、
仏
陀
や
聖
人
が
そ
れ
を
敷
衍
し
て
人
々

を
教
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と （
15
）
と
共
通
す
る
だ
け
で
な
く
、
六
朝
時
代
の
道
教
思
想
を
構
成
す
る
一
部
、
す
な
わ
ち
宇
宙
最
初
の
段

階
に
、
道
教
経
典
の
中
核
と
な
る
文
字
が
自
然
に
現
れ
、
後
に
万
物
が
生
成
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
と
も
類
似
す
る （
16
）。
例
え
ば
、

東
晋
末
か
ら
南
北
朝
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
経
』（『
正
統
道
蔵
』
第
一
～
一
三
冊
所
収
）
巻
一
に
は
「
元
始

洞
玄
霊
宝
本
章
」（
六
ａ
）
と
い
う
章
題
が
見
え
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
南
朝
斉
の
厳
東
が
「
元
気
始
結
、
而
成
玉
字
。
玉
者
、
自
然
之

精
。
精
出
而
発
光
、
以
成
天
地
、
日
月
、
星
辰
（
元
気
は
初
め
て
結
ぼ
れ
る
と
、
玉
字
と
な
る
。
玉
は
、
自
然
の
精
髄
で
あ
る
。
そ
の
精
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髄
が
出
る
と
光
を
放
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
地
、
日
月
、
星
辰
が
形
成
さ
れ
る
）」（『
正
統
道
蔵
』
第
三
八
～
三
九
冊
所
収
『
元
始
無
量
度

人
上
品
妙
経
四
注
』、
巻
二
、２
ａ
）と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
魏
晋
南
北
朝
期
に
編
纂
さ
れ
た『
無
上
秘
要
』（『
正
統
道
蔵
』第
七
六
八

～
七
七
九
冊
所
収
）巻
二
四「
真
文
品
」所
引『
洞
玄
赤
書
経
』に
も「
霊
文
晻
曖
、
乍
存
乍
亡
。
二
儀
待
之
以
分
、
太
陽
待
之
以
明
。
…
…
元

始
錬
於
洞
陽
之
館
、
冶
於
流
火
之
庭
、
鮮
其
正
文
、
瑩
発
光
芒
（
霊
文
は
暗
く
、
存
在
し
て
い
る
か
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
陰
陽
は

そ
れ
を
待
っ
て
分
か
れ
、
太
陽
は
そ
れ
を
待
っ
て
輝
き
は
じ
め
る
。
…
…
元
始
天
尊
は
そ
れ
を
洞
陽
の
館
と
流
火
の
庭
で
練
り
上
げ
、
そ

の
正
文
を
鮮
や
か
に
し
、輝
か
し
く
光
を
放
た
せ
る
）」（
七
ｂ
）と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
天
地
の
開
闢
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
宇
宙
論
と
な
る
が
、「
道
場
観
」の
梵
字
の
光
か
ら
物
事
が
生
ま
れ
る
生
成
論
と
の
類
似
に
注
目
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

神
格
化
さ
れ
た
本
命
星
・
本
命
曜
・
本
命
宿
が
登
場
す
る
の
は「
七
宝
荘
厳
の
宮
殿
」で
あ
る
。『
大
正
蔵
』に
見
え
る「
七
宝
荘
厳
宮
殿
」

や「
七
宝
宮
殿
」な
ど
の
用
例
は
少
な
く
は
な
い
が
、
道
教
経
典
に
も
同
じ
く「
七
宝
」と
命
名
さ
れ
る
宮
殿
や
楼
台
が
多
く
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
晋
の
葛
洪
に
仮
託
し
た
、
東
晋
後
半
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
元
始
上
真
衆
仙
記
』（『
葛
洪
枕
中
書
』
と
も
。『
正
統
道
蔵
』
第

七
三
冊
所
収
）は『
真
記
』の
記
述
を
引
用
し
、「
玄
都
玉
京
七
宝
山
、
週
迴
九
万
里
、
在
大
羅
之
上
。
城
上
七
宝
宮
、
宮
內
七
宝
台
。
有
上

中
下
三
宮
、
如
一
宮
城
、
一
面
二
百
四
十
門（
玄
都
玉
京
七
宝
山
は
、
九
万
里（
の
面
積
）を
占
め
、
大
羅
天
の
上
に
あ
る
。（
そ
こ
に
は
城

が
あ
り
、）
城
に
は
七
宝
宮
が
あ
り
、
宮
内
に
は
七
宝
台
が
あ
る
。（
七
宝
台
に
は
）
上
中
下
の
三
つ
の
宮
殿
が
あ
り
、（
そ
れ
ぞ
れ
）
ま
る

で
一
つ
の
宮
城
の
よ
う
な
も
の
で
、
一
面
に
は
百
二
十
四
の
門
が
あ
る
）」（
四
ａ
）
と
あ
り
、
神
仙
の
居
処
で
あ
る
七
宝
宮
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
道
宣（
五
九
六
～
六
六
七
）の『
広
弘
明
集
』（『
大
正
蔵
』巻
五
二
所
収
）に
収
録
さ
れ
る
、
北
周
の
甄
鸞
の「
笑
道
論
」

は
、
道
教
の「
太
上
」と「
天
帝
」の
位
の
高
下
に
着
目
し
て
批
判
す
る
際
に
も「
太
上
在
玉
京
山
七
宝
宮（
太
上
は
玉
京
山
七
宝
宮
に
居
る
）」

（
一
四
八
上
）に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た「
七
宝
玄
台
」で
あ
る
が
、
六
朝
末
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る『
洞
玄
霊
宝
玉
京
山
歩
虚
経
』（『
正
統

道
蔵
』第
一
〇
五
九
冊
所
収
）は「
玄
都
玉
京
山
」に「
玉
京
金
闕
七
宝
玄
台
」が
あ
る
と
し
、
諸
々
の
大
聖
・
帝
王
・
位
の
高
い
仙
人
・
真
人
、



― 169 ―

称名寺所蔵「本命星供略次第」に見える思想と文化

お
よ
び
数
え
き
れ
な
い
多
く
の
仙
人
が
朝
会
の
た
め
玉
京
山
に
臨
む
際
に
、「
飛
仙
散
花
、
旋
繞
七
宝
玄
台
三
周
匝
、
誦
詠
空
洞
歌
章（
飛

仙
は
散
華
し
な
が
ら
、
七
宝
玄
台
を
め
ぐ
っ
て
三
回
飛
び
回
り
、（
ま
た
同
時
に
）
空
洞
の
歌
章
を
歌
い
上
げ
る
）」（
一
ａ
～
ｂ
）
と
記
し

て
い
る
。

　

実
際
、
北
宋
期
に
編
纂
さ
れ
た『
雲
笈
七
籖
』（『
正
統
道
蔵
』第
六
七
七
～
七
〇
二
所
収
）巻
四
三
所
収
、
唐
末
以
前
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る『
老
君
存
思
図 （
17
）』の「
存
道
宝
第
一
」に
は
、『
洞
玄
霊
宝
玉
京
山
歩
虚
経
』に
見
え
る
よ
う
な
情
景
を
想
念
す
る
存
思
の
方
法

が
記
さ
れ
て
い
る （
18
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
存
思
の
際
、
ま
ず
は「
斎
堂
」が「
太
玄
都
玉
京
山
七
宝
城
宮
台
」で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の「
斎

堂
」に
は
多
く
の「
蓮
花
」に
覆
わ
れ
る「
宝
蓋
獅
子
之
座
」が
あ
る
こ
と
を
想
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
三
尊
格（
主
尊
の「
太
上
」

と
そ
の
左
右
の「
老
子
」と「
元
君
」）が
常
に
目
の
前
に
い
る
こ
と
、
諸
尊
が「
太
上
」を
拝
謁
す
る
た
め
に
四
方
か
ら
や
っ
て
く
る
こ
と
も
、

存
思
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
情
景
は「
本
命
星
供
略
次
第
」に
見
え
る「
七
宝
荘
厳
ノ
宮
殿
」と
い
う
本
尊
の
居
処
の

出
現
、「
蓮
葉
座
」に
本
命
星
・
本
命
曜
・
本
命
宿
の
三
尊
格
が
居
る
こ
と
、
諸
々
の
星
が
三
尊
格
を
中
心
に
巡
っ
て
敬
礼
す
る
と
い
う
部

分
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
れ
は
ま
た「
本
命
星
供
略
次
第
」と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
、注
一
一
所
掲『
別
行
』の「
星
宿
供
」の「
法
界
宮
中
」に「
大

曼
荼
羅
壇
」が
あ
り
、
そ
こ
の「
師
子
座
」か
ら「
八
葉
蓮
華
」が
現
れ
、
さ
ら
に
後
に
北
極
星
の
尊
格
で
あ
る「
妙
見
尊
」に
変
化
す
る「
大
聖

文
殊
」が「
八
葉
蓮
花
」に
現
れ
る
と
い
う
観
想
の
過
程
と
似
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
本
命
星
供
略
次
第
」の「
道
場
観
」に
見
え
る
、
穢
れ
が
火
に
な
る「
赤
色
の
光
」に
よ
っ
て
焼
き
尽
く
さ
れ
る
と
い
う
浄

化
論
、
文
字
に
よ
る
事
物
の
生
成
論
、「
七
宝
荘
厳
ノ
宮
殿
」と
い
う
文
字
の
表
現
や
、
諸
星
が
三
尊
格
を
巡
っ
て
敬
礼
す
る
と
い
う
動
的

描
写
な
ど
は
、
唐
代
以
前
の
道
教
思
想
と
存
思
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は「
本
命
星
供
略
次
第
」が
、
直
接
、
道
教
を

取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
密
教
星
供
は
道
教
な
ど
中
国
俗
信
を
受
容
し
て
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
、
曼
荼
羅
と
い

う
密
教
図
像
の
成
立
、
そ
し
て
六
朝
時
代
か
ら
信
仰
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
唐
代
に
な
っ
て
そ
の
最
高
峰
を
迎
え
た
密
教
が
中
国
を
介
し
て
日
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本
に
伝
来
し
た
こ
と
を
併
せ
る
と
、「
本
命
星
供
略
次
第
」に
六
朝
隋
唐
期
の
道
教
思
想
と
一
致
す
る
部
分
が
あ
っ
て
も
決
し
て
不
思
議
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
逆
に
こ
れ
ら
の
数
々
の
共
通
点
に
よ
っ
て
、
現
存
資
料
の
少
な
い
中
国
密
教
星
供
を
構
成
す
る
古
層
的
な
部
分
を
照

ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
密
教
星
供
が
成
立
し
て
い
く
上
で
ど
の
よ
う
な
道
教
思
想
を
借
用
し
た
か
を
考
え
る
際
に
、
こ
れ
ら
の
共
通

点
が
参
考
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

三
、 「
本
命
星
供
略
次
第
」
に
見
え
る
「
荼
一
束
」

　

以
上
、「
本
命
星
供
略
次
第
」の
う
ち
、「
道
場
観
」と
い
う
観
想
の
部
分
と
、
唐
代
ま
で
の
道
教
の
思
想
文
化
と
の
類
似
に
つ
い
て
試
論

し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
資
料
の
記
す
中
世
日
本
密
教
星
供
の
供
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
第
一
九
葉
以
降
の「
紙
銭
事
」「
三
時

行
法
供
物
事
」「
一
時
行
法
供
物
事
」が
、
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
第
二
一
葉
以
降
の「
御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度
」に
は
、
七
日
間
に
わ
た
る

本
命
星
供
を
執
り
行
う
際
に
必
要
な
物
品
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
唐
代
密
教
星
供
の
姿
を
再
現
で
き
た
り
、
中
世

日
本
の
人
々
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
法
会
の
情
景
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
紙
銭
事
」は
文
字
通
り
、
紙
銭
の
利
用
に
つ
い
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
施
主
の
年
齢
に
よ
っ
て
使
用
す
る
紙
銭

の
数
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
以
前
考
察
し
た「
本
命
属
星
供
次
第
」（「
称
名
寺
聖
教
」二
九
八
函
六
一
号
）に
見
え

る「
銭
幤
随
年
算（
銭
幤（
の
量
）は
年
齢
に
応
じ（
て
使
用
す
）る
）」と
い
う
記
述
と
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
行
に
仮
託
し
た『
梵
天
火

羅
九
曜
』（『
大
正
蔵
』巻
二
一
所
収
）附「
葛
仙
公
礼
北
斗
法
」に
見
え
る「
随
年
銭
」と
い
う
表
現
と
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
中
国
に
由
来

し
た
作
法
と
言
え
る （
19
）。
本
命
星
供
で
利
用
さ
れ
る
紙
銭
は「
貫
」単
位
で
数
え
ら
れ
、
さ
ら
に
一
貫
は
十
二「
文
」か
十「
文
」の
紙
銭
が

あ
る
こ
と
、
本
命
星
供
を
行
う
際
に「
三
本
命
」（
本
命
星
・
本
命
宿
・
本
命
曜
）の
前
に
、
年
齢
と
同
じ「
貫
」数
の
紙
銭
を
一
セ
ッ
ト
ず
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つ
並
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
、「
紙
銭
事
」は
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
裏
書
に
は「
或
十
二
」の
次
に
十
の「
〇
」が
記
さ
れ
て
い
る

が
、お
そ
ら
く
、そ
れ
は
十
文
の
場
合
の
一「
貫
」の
紙
銭
の
枚
数
と
紙
銭
の
形
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
次
の「
仮
令
二
歳
子
ニ
ハ
二
重
、

十
歳
ニ
ハ
十
か
さ
ね
也（
例
え
ば（
施
主
が
）二
歳
の
子
供
の
場
合
は
二
貫
、
十
歳
の
場
合
、
十
貫
を
重
ね
て
お
く
）」は
、
具
体
例
を
挙
げ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

紙
銭
を
含
め
た
供
物
の
使
用
に
つ
い
て
、「
三
時
行
法
供
物
事
」に
は「
後
夜（
一
般
に
午
前
四
時
）」「
日
中（
一
般
に
正
午
）」「
初
夜（
一

般
に
午
後
八
時
）」に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
供
物
を
用
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち「
後
夜
」に「
粥
」、「
日
中
」に「
洗
米
」（
あ
る
い
は

「
仏
供
」を
用
い
て
も
良
い
）「
菓
子
」「
汁
」、「
初
夜
」に「
幡
」「
幣
」「
紙
銭
」「
爉
燭
」を
使
用
す
る
。
一
方
、「
一
時
行
法
供
物
事
」に
お

け
る
供
物
は「
幡
」「
幣
」「
紙
銭
」「
洗
米（
あ
る
い
は「
爉
燭
」を
用
い
て
も
良
い
）」と
あ
る
。「
爉
燭
」に
つ
い
て
、裏
書
で
は「
炊
交
飯
也
。

ソ
ノ
上
ニ
コ
レ
ヲ
サ
ス
ヲ
ラ
ン
ソ
ク
ト
云（
炊
交
の
飯 （
20
）で
あ
る
。
そ
の
上
に
こ
れ（
蠟
燭
）を
挿
す
こ
と
を
蠟
燭
と
い
う
）」と
あ
り
、
蠟

燭
は
法
会
の
時
に「
炊
交
の
飯
」の
上
に
挿
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
一
時
行
法
」は
、
文
字
通
り
修
法
が
一
回
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の「
一
時
行
法
供
物
事
」に
記
さ
れ
る
供
物
は「
三
時
行
法

供
物
事
」の「
初
夜
」の
供
物
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
一
時
行
法
」は「
初
夜
」の
み
行
う
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う （
21
）。
す

る
と
、「
三
時
行
法
供
物
事
」の「
粥
」「
汁
」「
菓
子
」が「
一
時
行
法
供
物
事
」に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
粥
」「
汁
」「
菓
子
」は
小

規
模
の
法
会
で
使
用
し
な
く
て
も
良
い
供
物
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、「
粥
」は
水
分
の
多
い
米
飯
で
、不
空
の
訳
と
さ
れ
る『
蕤
呬
耶
経
』（『
大

正
蔵
』巻
一
八
所
収
）に「
枳
利
娑
羅
粥
」「
乳
粥
」「
淡
水
粥
」「
酪
粳
米
粥
」「
酪
漿
水
粳
米
粥
」「
或
赤
或
黄
等
粥
」な
ど
を「
浄
器
」に
入

れ
て
供
養
す
る（
七
六
八
中
）と
あ
る
よ
う
に
、密
教
で
は「
粥
」を
供
物
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
菓
子
」に
つ
い
て
、例
え
ば「
秘

抄
第
十
四
」（「
称
名
寺
聖
教
」一
二
四
函
一
号
一
三
番
）に
は「
菓
子
」と
い
う
語
の
注
記
に「
専
用
干
棗（
専
ら
干
し
棗
を
使
う
）」と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
世
密
教
星
供
で
は
干
し
棗
を
供
物
と
し
て
多
用
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る （
22
）。
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で
は
、「
汁
」は
何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
以
前「
称
名
寺
聖
教
」の
う
ち
、
計
十
一
点
の
資
料
の
星
供
の
供
物
に
つ
い
て

記
す
部
分
を
翻
刻
し
た
こ
と
が
あ
る （
23
）。
各
資
料
の
性
格
は
必
ず
し
も
同
じ
と
は
言
え
な
い
が
、「
粥
」「
汁
」
を
除
き
、
前
掲
「
三
時
行

法
供
物
事
」に
見
え
る
供
物
の「
洗
米
」「
菓
子
」「
幡
」「
幣
」「
紙
銭
」（「
銀
銭
」「
銭
形
」「
銭
」な
ど
と
も
）「
爉
燭
」は
す
べ
て
の
資
料

に
記
載
が
あ
り
、ま
た
基
本
的
に「
銭
」「
茶
」「
菓
」が
共
通
の
供
物
で
あ
る
。
具
体
性
の
あ
る「
粥
」に
対
し
て
、「
三
時
行
法
供
物
事
」の「
日

中
」に
使
用
さ
れ
る「
汁
」は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
茶
の
可
能
性
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
銭
」「
茶
」「
菓
」

は
星
供
で
よ
く
利
用
さ
れ
る
供
物
で
あ
り
、ま
た「
茶
汁
」と
い
う
語
は
中
世
密
教
関
係
の
資
料
に
登
場
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、

称
名
寺
所
蔵「
北
斗
」（
四
五
函
三
号
）に
は「
諸
聖
仙
人
皆
用
茶
汁（
諸
々
の
聖
と
仙
人
は
み
な
茶
の
汁
を
用
い
る
）」と
あ
り
、
そ
こ
か
ら

敷
衍
し
て「
仙
」と
称
さ
れ
る
星
宿
に
茶
の「
汁
」を
捧
げ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
永
厳
の『
要
尊
法
』の「
本
命
供
作
法
」の
項
目
に
も
供

物
と
し
て
の
茶
が
記
さ
れ
、「
盛
黒
器
用
汁（
黒
器
に
入
れ
て（
茶
の
）汁
を
用
い
る
）」（
二
〇
八
上
）と
い
う
注
記
が
見
え
て
い
る
。
中
世

日
本
の
人
々
は
調
理
さ
れ
た
茶
を「
茶
汁
」、
あ
る
い
は「
汁
」と
称
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
一
二
〇
号
」に
付
さ
れ
る
壇
図
を

見
る
と
、「
汁
」が「
銀
銭
」「
洗
米
」「
菓
」と
同
じ
列
に
配
置
さ
れ
て
い
る（
図
３
）。
他
の
星
供
関
係
資
料
で
は
、
例
え
ば
覚
成（
一
一
二
六

～
一
一
九
八
）が
記
し
て
守
覚（
一
一
五
〇
～
一
二
〇
二
）が
類
聚
し
た『
沢
鈔
』（『
大
正
蔵
』巻
七
八
所
収
）第
八「
本
命
供
」の
壇
図
で
は「
煎

茶
」が「
紙
銭
」「
洗
米
」「
菓
子
」と
同
じ
列
に
配
置
さ
れ
て
お
り（
四
六
八
中
）、
こ
の
点
も
、「
汁
」が
茶
を
指
す
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　
「
三
時
行
法
供
物
事
」で
は「
汁
」の
正
体
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度
」に
は「
荼
一
束 （
24
）」と
い
う
語
が
記

さ
れ
て
い
る（
第
二
二
葉
第
二
行
。
図
２
）。「
御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度
」は
、
そ
の
末
尾
に
は「
右
注
進
如
件　

年　

月　

日
」（
第
二
二

葉
第
五
行
）と
あ
る
た
め
、
必
要
な
物
品
を
記
す
際
に
参
照
す
る
文
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
荼
一
束
」と
い
う
語
に「
或
不
載
荼
火
鉢

等
二
種（
あ
る
い
は
荼
と
火
鉢
の
二
種
を
記
載
し
な
く
て
良
い
）」と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
中
世
の
一
部
の
資
料
で
は「
荼
」を

記
さ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、「
荼
」と「
火
鉢
」を
記
す「
本
命
星
供
略
次
第
」と
い
う
文
例
に
資
料
的
価
値
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
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る
。「
荼
」と
い
う
表
記
に
つ
い
て
は
、「
称
名
寺
聖
教
」に
は「
茶
」の
こ
と
を

「
荼
」
と
記
し
た
り
両
者
が
混
在
し
た
り
す
る
資
料
が
散
見
さ
れ
る （
25
）。
例

え
ば
、右
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
称
名
寺
所
蔵「
北
斗
」（
四
五
函
三
号
）で
は「
茶

汁
」と
記
し
て
い
る
が
、そ
れ
と
同
じ
内
容
を
も
つ「
北
斗
」（「
称
名
寺
聖
教
」

一
四
函
三
号
）で
は「
荼
汁
」と
な
っ
て
い
る
。「
茶
」の
字
と「
荼
」の
字
が「
称

名
寺
聖
教
」
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
世
日
本
人
の
茶
に
つ
い
て
の
認

識
に
関
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
精
査
を
要
す
る
問
題
と
な
る
が
、
星
供
が
中

国
道
教
な
ど
の
俗
信
を
受
容
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
中
国
中

唐
期
以
前
の
茶
が「
荼
」と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と （
26
）、「
荼
」は
苦
菜
を
示
す
場
合
が
あ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
荼
」と「
束
」と
い
う
量
詞
を
併
用
す
る
語
は「
正
倉
院
文
書
」に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る （
27
）。
例
え
ば
、

天
平
一
一
年（
七
三
九
）「
写
経
司
雑
解
文
案
」に「
荼
廿
束
、
直
十
四
文
」、
同
じ
く
天
平
一
一
年
の「
写
経
所
告
朔
帳
解
」に「
荼
十
五
束
、

直
十
二
文
」、
ま
た
天
平
宝
字
二
年（
七
五
九
）の「
写
千
巻
経
所
銭
幷
衣
紙
等
下
充
帳
」に「
八
文
、
荼
八
束
直
」と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、「
正
倉
院
文
書
」に
見
え
る
い
く
つ
か
の「
荼
」と「
束
」が
同
時
に
出
て
く
る
部
分
を
見
て
い
く

と
、「
本
命
星
供
略
次
第
」の
よ
う
に「
荼
」と「
一
束
」が
同
時
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
正
倉
院
文
書
」の
ほ
う
の「
荼
」の

量
が
多
い
。

　

ま
た
、「
正
倉
院
文
書
」に
見
え
る「
荼
」の
値
段
も
安
い
。
一「
束
」当
た
り
の「
荼
」の
値
段
は
ほ
と
ん
ど
一
文
以
下
で
あ
る
。
現
時
点
で

は
、「
正
倉
院
文
書
」に
記
さ
れ
る
安
価
な「
荼
」は
茶
で
は
な
く
、
写
経
生
に
供
す
る
食
用
植
物
と
考
え
る
研
究
が
多
い （
28
）。
筆
者
も
こ

れ
に
賛
同
す
る
が
、時
代
が
下
っ
た「
本
命
星
供
略
次
第
」に
記
さ
れ
る「
荼
一
束
」は「
正
倉
院
文
書
」と
同
じ
食
用
植
物
の
こ
と
を
指
す
か
、

図３　�称名寺所蔵（神奈川県立
金沢文庫管理）「本命星
供略次第」（「称名寺聖
教」318 函 120 号）壇図
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そ
れ
と
も
茶
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
吟
味
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
茶
は
星
供
に
お
け
る
代
表
的
な
供
物
で
あ
る
た
め
、「
荼
一
束
」

は
茶
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た「
称
名
寺
聖
教
」に
は
、「
茶
」を「
荼
」と
表
記
し
た
り
両
者
が
混
在
し
た
り
す
る
た
め
、「
荼
一
束
」は
一
束

の
茶
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。
す
る
と「
束
」と
い
う
量
詞
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る「
荼
」の
形
態
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
平
安
後
期
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
、
密
教
寺
院
で
は
点
茶
法
で
調
理
さ
れ
る
茶
が
次
第
に
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
高
橋
悠
介
氏
が
指
摘
し
た
よ

う
に
、
煎
茶
法
で
調
理
さ
れ
る
茶
は
依
然
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る （
29
）。
そ
の
た
め
「
荼
一
束
」
と
い
う
の
は
、
煎
茶
法
で

使
用
さ
れ
る
固
形
茶
（
餅
茶
）
の
中
心
に
穴
を
開
け
、
紐
を
通
し
て
一
繋
ぎ
に
し
た
も
の
を
指
す
可
能
性
が
あ
る （
30
）。
餅
茶
は
、
平
安
時

代
に
日
本
に
伝
来
し
て
お
り
、
天
暦
四
年（
九
五
〇
）に
成
立
し
た
、「
仁
和
寺
御
室
御
物
実
録
」に
餅
茶
を
調
理
す
る
際
に
使
用
す
る
茶
碾

（「
椹
木
茶
研
壹
具
」「
高
松
茶
研
壹
具
」）
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
裏
付
け
と
言
え
る
。「
仁
和
寺
御
室
御
物
実
録
」
は
、
宇
多
天
皇

（
八
六
七
～
九
三
一
。
在
位
八
八
七
～
八
九
七
）が
御
崩
す
る
前
に
仁
和
寺
に
納
め
た
物
品
の
目
録
が
、
一
旦
紛
失
さ
れ
た
後
に
再
度
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
頃
、
い
わ
ゆ
る
摂
関
政
治
の
形
成
期
は
、
星
供
が
急
速
に
発
達
し
て
き
た
時
期
で
あ
り
、

星
供
の
主
流
が
本
命
星
供
で
あ
っ
た
時
期
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る （
31
）。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
十
世
紀
頃
に
行
わ
れ
る
星
供
で
は
、「
束
」

に
ま
と
め
た
餅
茶
を
茶
碾
で
挽
い
た
後
に
使
用
す
る
可
能
性
が
十
分
あ
り
、「
御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度
」に
見
え
る「
荼
」が
茶
で
あ
れ
ば
、

十
世
紀
以
来
の
作
法
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
証
拠
が
あ
っ
て
も
、「
荼
一
束
」は
法
会
で
修
法
を
行
う
僧
侶
に

供
す
る
食
料
で
あ
る
可
能
性
が
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度
」と
い
う
項
目
名
の
よ
う
に
、
七
日
間
に
わ
た
る

法
会
で
食
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
、「
一
束
」の
量
で
は
少
な
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た「
正
倉
院
文
書
」の
よ
う
に
、
他
の
野
菜

が
全
く
見
当
た
ら
な
い
の
も
違
和
感
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度
」に
見
え
る「
荼
一
束
」の「
荼
」は
茶
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

茶
は
星
供
に
お
け
る
代
表
的
な
供
物
で
あ
る
の
で
、「
御
本
命
星
供
七
箇
日
支
度
」
に
記
さ
れ
て
い
て
も
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
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し
か
し
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る「
荼
」が
茶
で
あ
れ
ば
、「
一
束
」と
い
う
量
詞
が
、
当
時
、
す
な
わ
ち
平
安
後
期
以
降
に
流
通
す
る
茶
の
形
態

を
考
察
す
る
良
い
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か （
32
）。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
称
名
寺
所
蔵「
本
命
星
供
略
次
第
」を
資
料
と
し
て
、
理
論
と
作
法
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
密
教
星
供
に
つ
い
て
小
考
し

た
。
理
論
面
に
つ
い
て
、「
本
命
星
供
略
次
第
」の
観
想
の
部
分
を
道
教
経
典
の
記
述
と
対
照
す
る
と
、
火
に
よ
る
浄
化
論
、
文
字
に
よ
る

生
成
論
、
そ
し
て「
七
宝
」と
い
う
文
字
表
現
は
、
道
教
と
の
類
似
、
も
し
く
は
一
致
が
見
ら
れ
た
。
作
法
と
い
っ
た
供
物
に
関
わ
る
側
面

に
つ
い
て
、「
本
命
星
供
略
次
第
」に
は「
荼
」と「
束
」と
い
う
名
詞
と
量
詞
を
併
記
す
る
部
分
が
あ
り
、「
正
倉
院
文
書
」に
も
見
ら
れ
る
が
、

「
正
倉
院
文
書
」の
場
合
、「
荼
」は
食
事
に
供
す
る
野
菜
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
。
一
方
、
本
資
料
は
茶
を
供
物
と
し
て
用
い
る
星
供
に
関

係
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
、「
正
倉
院
文
書
」に
見
え
る「
荼
」の
数
量
、
お
よ
び
併
記
さ
れ
る
食
料
の
種
類
が
本
資
料
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、

「
荼
一
束
」は
、
一
繋
ぎ
に
し
た
固
形
茶
の
こ
と
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
称
名
寺
所
蔵「
本
命
星
供
略
次
第
」を
考
察
す
る
こ
と
で
、
密
教
星
供
の
理
論
と
作
法
の
よ
り
古
層
的
な
部
分
を
照
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
中
世
日
本
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
一
部
の
様
相
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
、
永
村
眞
氏
の「「
院
家
」に
住
寺
す
る
寺
僧
に
担
わ
れ
た「
法
流
」と
は
、
密
教
修
法
を
勤
修
す
る
に
あ
た
っ
て
の
次
第
・
所
作
、

つ
ま
り
事
相
上
の
個
々
の
独
自
性
に
よ
り
、
他
者
と
の
区
別
を
主
張
し
、
こ
れ
を
拠
り
所
と
し
て
成
立
し
存
続
し
た
わ
け
で
あ
る
」
と
い
う
指

摘
が
参
考
と
な
る
。
同
氏「「
院
家
」と「
法
流
」
―
お
も
に
醍
醐
寺
報
恩
院
を
通
し
て
」（『
中
世
醍
醐
寺
の
仏
法
と
院
家
』所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
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二
〇
二
〇
年
）三
九
頁
。

（
2
）	
武
田
和
昭「
北
斗
曼
荼
羅
の
成
立
と
展
開
」（『
星
曼
荼
羅
の
研
究
』所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
）を
参
照
。

（
3
）	
書
写
年
代
・
法
量
・
紙
数
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
編『
称
名
寺
聖
教 

目
録（
二
）』（
同
、
二
〇
〇
六
年
）二
一
六
頁
を
参
照
。

ま
た
、「
一
二
〇
号
」第
六
葉
第
七
行
あ
た
り
の
裏
書
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は「
覚
印（（
一
〇
九
七
～
一
一
六
四
））阿
闍
梨
」と「
法
蔵
僧
都（
十
世

紀
頃
の
東
大
寺
僧
）」の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
資
料
の
成
立
年
代
の
上
限
は
十
二
世
紀
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

（
4
）	

便
宜
上
、
表
紙
を
除
き
、
折
り
目
に
合
わ
せ
て
葉
数
を
付
し
、
ま
た
葉
ご
と
に
行
数
番
号
を
付
す
。
行
取
り
は
で
き
る
だ
け
原
文
に
従
う
が
、

割
書
き
や
追
記
な
ど
で
原
文
通
り
に
表
記
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
。
本
文
に
対
応
す
る
裏
書
を
本
文
の
次
に
記
し
て【　

】で
く
く
る
。
追
記
の

部
分
は《　

》で
く
く
る
。
文
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
体
に
改
め
、
常
用
漢
字
以
外
の
文
字
は
康
煕
字
典
体
に
よ
る
。
見
せ
消
ち
に
よ
る

文
字
の
訂
正
は｛　

｝で
示
し
、
文
字
の
補
入
は（　

）で
示
す
。
判
読
で
き
な
い
文
字
は
■
で
示
す
。
梵
字
は
片
仮
名
に
し
、
□
記
号
で
囲
む
。

（
5
）	

中
村
元
等
編『
岩
波
仏
教
辞
典 
第
二
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）一
八
一
頁
。

（
6
）	

野
口
鐵
郎
等
編『
道
教
事
典
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）三
五
五
頁
。

（
7
）	

坂
出
祥
伸「
初
期
密
教
と
道
教
と
の
交
渉
」（
立
川
武
蔵
・
頼
富
本
宏
編『
中
国
密
教
』所
収
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
年
）一
六
八
頁
を
参
照
。

（
8
）	

苫
米
地
誠
一
氏
に
よ
れ
ば
、
本
経
に
は「
謹
案
梵
本
云（
謹
ん
で
梵
語
本
に
従
っ
て
云
う
）」（
三
三
一
上
）と
あ
る
た
め
、
訳
経
で
は
な
く
、
中

国
で
成
立
し
た
可
能
性
も
あ
れ
ば
、般
若
力
が
梵
本
よ
り
抽
出
、漢
訳
し
編
纂
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
鎌
田
茂
雄
等
編『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』

（
雄
山
閣
、
二
〇
一
六
年
）三
五
一
～
三
五
二
頁
を
参
照
。

（
9
）	

三
崎
良
周「
中
国
・
日
本
の
密
教
に
お
け
る
道
教
的
要
素
」（
野
口
鐵
郎
・
中
村
璋
八
編『
古
代
文
化
の
展
開
と
道
教
』所
収
、雄
山
閣
、一
九
九
七
年
）

一
八
四
頁
を
参
照
。

（
10
）	「
一
二
〇
号
」の
第
五
葉
第
七
行
、
お
よ
び
第
六
葉
第
一
行
に
見
え
る「
反
」の
字
は
、「
一
二
一
号
」で
は「
変
」に
作
る
。
こ
こ
で
は「
一
二
一
号
」

に
し
た
が
っ
て「
変
化
し
て
」と
訳
し
た
。

（
11
）	『
別
行
』巻
七「
諸
天
・
下
・
星
宿
供
」に
記
さ
れ
る「
道
場
観
」に
は「
法
界
宮
中
有
大
曼
荼
羅
壇
、
壇
中
有
師
子
座
、
座
上
有  

キ
リ
ク 

字
、
変

成
八
葉
蓮
花
。
花
台
有 

ア 

字
、
成
浄
月
輪
、
月
輪
中
有  

マ
ン 

字
、
成
智
剣
、
智
剣
変
成
大
聖
文
殊
。
首
戴
八
髻
、
身
欝
金
色
、
右
手
執
智

剣
、
左
手
執
青
蓮
花
。
上
立
智
杵
、
放
大
光
明
、
照
十
方
世
界
。
此
光
中
無
量
星
宿
悉
顕
現
、
即
文
殊
変
成
妙
見
尊
。
其
前
有
七
荷
葉
座
、
上

有  

ロ
ー 

字
、
変
成
北
斗
七
星
。
東
南
角
有
荷
葉
座
、
上
有  

ロ
ー 

字
、
変
成
本
命
曜
。
西
南
角
有
荷
葉
座
、
上
有  

ロ
ー 

字
、
変
成
当
年
属
星
。
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西
北
角
有
荷
葉
座
、
上
有  

ロ
ー 

字
、
変
成
生
月
宮
。
東
北
角
有
荷
葉
座
、
上
有  

ロ
ー 

字
、
変
成
本
命
宿
。
各
身
相
具
足
、
光
明
映
徹
、
無

量
星
宿
、
前
後
囲
繞
（
法
界
の
宮
中
に
は
大
曼
荼
羅
が
あ
り
、
そ
の
中
の
祭
壇
に
は
獅
子
の
座
が
あ
り
、（
獅
子
の
）
座
の
上
に
は  

キ
リ
ク 

の

字
が
あ
り
、
そ
れ
が
変
化
し
て
八
葉
蓮
花
と
な
る
。（
八
葉
蓮
花
の
）
花
台
に
は 

ア 

の
字
が
あ
り
、
そ
れ
が
き
よ
ら
か
な
月
輪
と
な
り
、
月
輪

の
中
に
は 

マ
ン 

の
字
が
あ
り
、
そ
れ
が
智
剣
と
な
り
、
智
剣
が
変
化
し
て
大
聖
文
殊
と
な
る
。（
大
聖
文
殊
の
）
頭
に
は
八
髻
を
戴
き
、
身
は

鬱
金
色
を
呈
し
、
右
手
に
智
剣
を
持
ち
、
左
手
に
青
蓮
花
を
持
つ
。（
大
聖
文
殊
の
）上
に
は
智
杵
が
立
た
れ
て
お
り
、
大
光
明
を
放
ち
、
十
方

世
界
を
照
ら
す
。
こ
の
光
の
中
の
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
星
宿
が
す
べ
て
現
れ
る
と
、（
大
聖
）文
殊
が
変
化
し
て
妙
見
尊
と
な
る
。
そ
の
前
に

は
七
つ
の
荷
葉
座
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
に 

ロ
ー 

の
字
が
あ
り
、
変
化
し
て
北
斗
七
星
と
な
る
。
東
南
の
方
角
に
荷
葉
座
が
あ
り
、
そ
の

上
に 

ロ
ー 

の
字
が
あ
り
、
変
化
し
て
本
命
曜
と
な
る
。
西
南
の
方
角
に
荷
葉
座
が
あ
り
、
そ
の
上
に 

ロ
ー 

の
字
が
あ
り
、
変
化
し
て
当
年

属
星
と
な
る
。
西
北
の
方
角
に
荷
葉
座
が
あ
り
、そ
の
上
に 

ロ
ー 

の
字
が
あ
り
、変
化
し
て
生
月
宮
と
な
る
。
東
北
の
方
角
に
荷
葉
座
が
あ
り
、

そ
の
上
に 

ロ
ー 

の
字
が
あ
り
、変
化
し
て
本
命
宿
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ（
の
星
宿
）の
姿
が
欠
け
る
こ
と
な
く
、透
き
通
る
輝
か
し
い
光
を
放
ち
、

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
星
宿
が
、
そ
の
周
り
を
巡
っ
て
敬
礼
す
る
）」（
一
七
九
上
～
中
。
本
文
中
の
梵
字
は
カ
タ
カ
ナ
に
し
、
□
記
号
で
囲
ん

だ
）と
あ
る
。

（
12
）	

本
稿
所
引『
真
誥
』の
現
代
語
訳
は
、
吉
川
忠
夫
・
麥
谷
邦
夫
編『
真
誥 ［
上
］』（
臨
川
書
店
、
二
〇
二
一
年
）を
参
考
に
し
て
筆
者
が
訳
出
し
た
。

（
13
）	

な
お
、
崇
拝
の
対
象
、
す
な
わ
ち「
消
魔
上
秘
祝
法
」で
は
北
辰（
北
極
星
）、「
本
命
星
供
略
次
第
」で
は
本
命
星（
北
斗
七
星
の
う
ち
の
一
星
）と

い
う
相
違
は
あ
る
が
、
両
者
は
と
も
に
星
宿
の
信
仰
が
背
景
に
存
在
し
て
い
る
点
に
も
興
味
深
い
。「
消
魔
上
祕
祝
法
」に
述
べ
ら
れ
る
、
人
間

に
危
害
を
も
た
ら
す
の
は「
鬼
」で
あ
り
、
そ
の「
鬼
」を
管
轄
す
る
の
は
星
宿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
他
の
道
教
経
典
や
中
国
撰
述
の
密

経
経
典
に
も
類
似
す
る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
陶
弘
景
が
編
集
し
、
李
淳
風（
六
〇
二
～
六
七
〇
）が
注
を
付
け
た
と
さ
れ
る『
太
上
赤
文
洞
神
三

籙
』（『
正
統
道
蔵
』
第
三
二
四
冊
所
収
）「
伍
符
是
行
病
符
第
七
」
で
は
北
斗
の
使
者
が
病
を
も
た
ら
す
鬼
神
を
司
る
と
す
る
し
、
早
く
日
本
に

も
伝
来
し
た
、
一
行（
六
八
三
～
七
二
七
）に
仮
託
し
た『
七
曜
星
辰
別
行
法
』（『
大
正
蔵
』巻
二
一
所
収
）に
も
七
曜（
日
月
五
星
）が
二
十
八
宿

を
管
轄
し
、
二
十
八
宿
が
病
を
も
た
ら
す
鬼
を
管
轄
す
る
と
あ
る
。
た
だ『
北
斗
七
星
護
摩
秘
要
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』巻
二
一
所
収
）に
北
斗
七

星
は
日
月
五
星
の
精
で
あ
る
と
す
る
よ
う
に
、
唐
代
密
教
に
お
け
る
星
宿
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
蕭
登
福
『
道
教
星
斗
符
印
与
仏
教
密
宗
』（
新
文
豊
、
一
九
九
三
年
）
一
五
四
～
一
五
五
頁
を
参
照
。
し
た
が
っ

て『
七
曜
星
辰
別
行
法
』に
見
え
る
、
最
終
的
に「
行
病
鬼
王
」を
統
轄
す
る
の
が「
七
曜
」と
い
う
考
え
方
の
背
景
に
は
、
七
曜
と
北
斗
七
星
と
の
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関
係
が
す
で
に
想
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、『
七
曜
星
辰
別
行
法
』と『
太
上
赤
文
洞
神
三
籙
』の「
伍
符
是
行
病
符
第
七
」の
考
え

方
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
致
を
踏
ま
え
る
と
、
病
を
与
え
寿
命
を
短
縮
さ
せ
る
「
鬼
」
を
管
轄
す
る
の
が
北
斗
七
星
と
い
う
説
と
、

「
消
魔
上
祕
祝
法
」で
は
危
害
を
与
え
る「
鬼
」を
取
り
締
ま
る
の
が
北
辰
で
あ
る
と
い
う
説
と
の
相
違
が
目
立
っ
て
く
る
。
こ
こ
で「
一
二
〇
号
」

第
六
葉
第
七
行
あ
た
り
の
裏
書
に
見
え
る
覚
印
の
説
が
参
考
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
当
時「
万
人
」が
参
照
す
る「
小
野
説
」で
は
北
辰
と
本
命

星
と
当
年
星
と
併
せ
て
祭
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
年
星
は
と
も
か
く
し
て
、
一
般
に「
妙
見
菩
薩
」も
し
く
は「
尊
星
王
」と
も
呼
ば
れ
る
北

辰
は
、
北
斗
七
星
よ
り
地
位
が
高
く
、
主
に
北
斗
七
星
の
う
ち
の
一
星
を
祭
る
本
命
星
供
で
北
辰
を
併
祀
す
る
こ
と
に
は
、
違
和
感
を
覚
え
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
精
査
を
要
す
る
が
、
そ
の
根
底
に
は「
消
魔
上
秘
祝
法
」に
見
え
る
六
朝
期
の
道
教
思
想
、
す
な
わ
ち
病
・
邪
気
を
代
表
す
る

鬼
と
そ
れ
を
統
轄
す
る
北
辰
と
い
う
考
え
方
が
存
在
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
14
）	

な
お
、
頼
瑜（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）の『
秘
鈔
問
答
』（『
大
正
蔵
』巻
七
九
所
収
）第
十
四「
北
斗
」に
は「
本
命
星
供
略
次
第
」と
同
じ
内
容
の

記
述
が
見
ら
れ
る
が
、「
白
色
光
」を「
黄
色
光
」に
作
る（
五
五
二
上
）。

（
15
）	『
文
鏡
秘
府
論
』天
巻
の
序
に
は「
夫
レ
大
仙
ノ
利
ス
ル
ヤ

レ
物
ヲ
、
名
教
ヲ
為
シ

レ
基
ト
、
君
子
ノ
済
フ
ヤ

レ
時
ヲ
、
文
章
ハ
是
レ
本
ナ
リ
也
。
故
ニ
能
ク
空

中
塵
中
ニ
、
開
キ

二
本
有
之
字
ヲ

一
、
亀
上
竜
上
ニ
、
演
ブ

二
自
然
之
文
ヲ

一
。
至
リ
テ
ハ

レ
如
キ
ニ

下
観
二
時
変
ヲ
於
三
曜
ニ

一
、
察
ス
ル
ガ

中
化
成
ヲ
於

九
州
ニ

上
、
金
玉
笙
篁
、
爛
カ
セ
テ

二
其
ノ
文
ヲ

一
而
撫
シ

二
黔
首
ヲ

一
、
郁
乎
煥
乎
ト
シ
テ
、
燦
ラ
カ
ニ
シ
テ

二
其
ノ
章
ヲ

一
以
テ
馭
ス

二
蒼
生
ヲ

一
。
然
ラ
バ

則
チ
一
ハ
為
シ

二
名
ノ
始
メ
ト

一
、
文
ハ
則
チ
教
ノ
源
ナ
リ
。
以
テ

二
名
教
ヲ

一
為
セ
バ

レ
宗
ト
、
則
チ
文
章
ハ
為
ル
ナ
リ

二
紀
綱
之
要
一
。
世
間
出
世
、
誰
カ

能
ク
遺
レ
ン
ヤ

レ
此
ヲ
乎（
そ
も
そ
も
仏
陀
が
衆
生
に
利
益
を
与
え
る
に
は
、
言
葉
に
よ
る
教
え
を
も
と
に
し
、
君
子
が
世
の
人
々
を
救
済
す
る
に

は
、
文
章
が
そ
の
も
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
空
中
や
世
俗
社
会
に
お
い
て
自
然
に
あ
る
文
字
を
敷
衍
し
、
亀
と
竜
の
背
中
に
自
然
に
あ
る
文

字
を
押
し
広
め
る
の
で
あ
る
。
時
の
変
化
を
日
・
月
・
星
辰（
の
運
行
）に
見
て
、
教
化（
の
進
展
）を
中
国
全
土
に
見
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

金
玉（
の
響
き
）や
笙
篁（
の
音
）の
よ
う
に
文
章
を（
美
し
く
）輝
か
せ
て
人
民
を
撫
育
し
、（
ま
た
）美
し
く
輝
か
し
く
文
章
を
明
ら
か
に
し
て
人

民
を
統
治
す
る
。
こ
の
よ
う
に
一
は
言
葉
の
始
め
、
文
字
は
教
化
の
根
源
で
あ
る
。
言
葉
に
よ
る
教
え
を
主
旨
と
す
れ
ば
、
文
章
は
国
家
を
統

治
す
る
根
本
の
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
在
家
者
も
出
家
者
も
、
誰
が
こ
の
こ
と
を
落
と
し
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
）」と
あ
り
、
自
然
に
現

れ
る
文
章
が
教
化
の
根
源
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
所
引『
文
鏡
秘
府
論
』の
原
文
は
、
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
編『
底

本
弘
法
大
師
全
集
』第
六
巻（
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）に
よ
り
、
現
代
語
訳
は
、
福
永
光
司
責
任
編
集『
最
澄 

空
海
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
七
年
）所
収「
文
鏡
秘
府
論 

序
」の
訳
注
を
参
考
に
し
て
筆
者
が
訳
出
し
た
。
空
海
の
文
字
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
神
塚
淑
子「
空
海
の
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称名寺所蔵「本命星供略次第」に見える思想と文化

文
字
観
―
六
朝
宗
教
思
想
と
の
関
連
性
―
」（『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』所
収
、
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）を
参
照
。

（
16
）	
こ
れ
は『
隋
書
』経
籍
志「
道
経
」の
部
に
付
さ
れ
る
序
に
も
見
え
る
、
い
わ
ゆ
る「
開
劫
度
人
」説
の
一
部
で
あ
る
。
神
塚
淑
子「
開
劫
度
人
説
の

形
成
」（『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』所
収
、
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）三
九
八
～
四
〇
四
頁
を
参
照
。

（
17
）	『
老
君
存
思
図
』は
、『
雲
笈
七
籖
』だ
け
で
な
く
、
唐
代
後
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
周
法
満
が
編
纂
し
た『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』（『
正
統
道

蔵
』第
二
〇
四
～
二
〇
七
冊
所
収
）に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』所
収
本
と『
雲
笈
七
籖
』所
収
本
に
は
一
致
す
る
部
分
が
あ
る

の
で
、『
老
君
存
思
図
』は
唐
末
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）	「
存
思
之
時
、
皆
応
臨
目
常
見
太
上
在
高
座
上
、
老
子
在
左
、
元
君
在
右
、
又
見
経
在
西
方
、
師
在
東
面
。
次
見
十
天
光
儀
侍
衛
文
武
伎
楽
、

各
従
方
来
、
朝
礼
太
上
。
先
存
見
斎
堂
為
太
玄
都
玉
京
山
七
宝
城
宮
台
、
宝
蓋
獅
子
之
座
、
座
上
蓮
花
以
為
茵
藉
、
床
前
獅
子
蹲
踞
相
向
、
香

官
伎
楽
参
然
羅
列
（
存
思
の
際
、
常
に
太
上
が
高
座
に
お
り
、
老
子
が
そ
の
左
、
元
君
が
そ
の
右
に
居
り
、
ま
た
経
が
西
、
師
が
東
に
居
る
の

を
想
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
十
天
に
居
る
立
派
な
侍
衛
・
文
官
と
武
官
・
伎
楽
が
そ
れ
ぞ
れ
四
方
か
ら
や
っ
て
来
て
、
太
上
を
礼
拝

す
る
の
を
想
念
す
る
。
先
に
斎
堂
は
太
玄
都
玉
京
山
七
宝
城
宮
台
で
あ
り
、（
中
に
）宝
蓋
と
獅
子
の
座
が
あ
り
、
座
の
上
に
蓮
華
が
盛
ん
に
咲

き
、
座
の
前
に
居
る
獅
子
が
向
か
い
合
っ
て
う
ず
く
ま
り
、
香
官
と
伎
楽
が
整
然
と
し
て
並
ん
で
い
る
の
を
想
念
す
る
）」（
四
ｂ
）。

（
19
）	

拙
稿「「
称
名
寺
聖
教
」に
見
え
る「
茶
」と「
荼
」」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』第
二
五
二
号
、
二
〇
二
〇
年
）三
八
～
三
九
頁
を
参
照
。

（
20
）	「
炊
交
飯
」に
つ
い
て
、
覚
禅（
一
一
四
三
～
？
）の『
覚
禅
鈔
』（『
大
正
蔵
図
像
』巻
五
所
収
）巻
一
〇
一「
北
斗
法
」に
は
香
隆
寺
の
北
斗
を
祀
る

作
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
竪
稠
糜
十
一
坏
。
以
五
穀
蘇
蜜
乳
酪
等
和
合
煮
之（
粘
り
の
あ
る
糜
を
十
一
杯
立
て
る
。
五
穀
・
蘇
・
蜜
・
乳
酪
な

ど
と
一
緒
に
煮
る
も
の
で
あ
る
）」と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て「
私
云
、
炊
交
飯
也（
思
う
に
、（
こ
れ
は
）炊
交
の
飯
で
あ
る
）」と
い
う
注
記
が
あ

り
、
そ
の
次
に「
糜
上
立
蝋
燭
云
々
（
糜
の
上
に
蝋
燭
を
立
て
る
云
々
）」（
四
〇
五
上
）と
あ
る
。
ま
た
、
永
厳（
一
〇
七
五
～
一
一
五
一
）の『
要

尊
法
』（『
大
正
蔵
』巻
七
八
所
収
）に
記
さ
れ
る「
本
命
供
作
法
」に
も「
蝋
燭
」の
次
に「
炊
交
。
但
加
大
豆
小
豆
。
如
法
者
、
可
加
五
穀
也
。
盛

黒
器（
炊
交
で
あ
る
。
た
だ
大
豆
と
小
豆
を
入
れ
る
。
法
の
決
ま
り
に
従
っ
て
行
う
場
合
、五
穀
を
入
れ
て
も
良
い
。
黒
器
に
盛
る
）」（
二
〇
八

上
）と
い
う
注
記
が
あ
る
の
で
、「
炊
交
飯
」は
五
穀
を
蘇
・
蜜
・
乳
酪
な
ど
と
一
緒
に
煮
込
ん
だ
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

（
21
）	

永
厳
の『
要
尊
法
』に
見
え
る「
本
命
供
作
法
」に
も「
多
分
者
一
時
行
之
、
不
用
金
輪
也（
多
く
の
場
合
は
一
時
の
み
行
い
、
ま
た
一
字
金
輪
の
描

か
れ
る
曼
荼
羅
も
使
用
し
な
い
）」（
二
〇
八
上
）と
い
う
注
記
が
あ
り
、多
く
の
場
合
、本
命
星
供
は
一
時
の
み
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。ま
た「
本

命
星
供
略
次
第
」の
記
述
と
併
せ
て
み
る
と
、「
三
時
」の
う
ち
の「
初
夜
」が
最
も
重
要
視
さ
れ
る
時
間
帯
と
い
う
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。
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（
22
）	

な
お
、干
し
棗
の
利
用
は
、古
代
中
国
の
祭
祀
文
化
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、拙
稿「
隋
唐
期
道
教
祭
醮
と
密
教
星
供
の
供
物
」

（『
年
報
』第
四
二
号
、
二
〇
二
三
年
）一
六
～
一
八
頁
を
参
照
。

（
23
）	
注
19
所
掲
拙
稿
三
七
～
三
八
頁
を
参
照
。

（
24
）	
な
お
こ
の「
荼
一
束
」と
い
う
語
が
見
え
る
部
分
は
、「
一
二
一
号
」で
は
落
丁
と
思
わ
れ
る
別
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く「
荼
一
束
」に
作
る
。

（
25
）	

注
19
所
掲
拙
稿
を
参
照
。

（
26
）	

顧
炎
武『
唐
韻
正
』巻
四「
荼
」の
条
を
参
照
。

（
27
）	「
正
倉
院
文
書
」に
見
え
る「
荼
」に
つ
い
て
、
林
左
馬
衛「
荼
―
「
正
倉
院
文
書
」の
一
つ
の
謎
」「
古
代
日
本
荼
の
す
べ
て
」（『
茶
道
の
文
明
史
』

所
収
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
五
年
）に
は
詳
し
い
論
考
と
整
理
が
あ
り
、
参
考
と
な
る
。

（
28
）	

例
え
ば
、注
27
所
掲
林
左
馬
衛「
荼
―
「
正
倉
院
文
書
」の
一
つ
の
謎
」、村
井
康
彦『
茶
の
文
化
史
』（
岩
波
書
店
、一
九
七
九
年
、一
〇
～
一
一
頁
）、

神
津
朝
夫『
茶
の
湯
の
歴
史
』（K

A
D

O
K

A
W

A

、二
〇
二
一
年
、三
九
～
四
一
頁
）、筒
井
紘
一『
茶
の
湯
と
仏
教 

僧
侶
の
事
跡
か
ら
辿
る
』（
淡

交
社
、
二
〇
一
九
年
、
二
九
～
三
〇
頁
）な
ど
が
あ
る
。

（
29
）	

高
橋
悠
介「
密
教
儀
礼
に
お
け
る
茶
」（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編『
武
家
の
都　

鎌
倉
の
茶
』所
収
、
同
、
二
〇
一
〇
年
）四
六
頁
を
参
照
。

（
30
）	

こ
の
問
題
は
、
筒
井
紘
一
氏
が「
正
倉
院
文
書
」に
記
さ
れ
る「
荼
」を
論
述
す
る
際
に
提
起
し
て
い
る
。
注
28
所
掲
筒
井
書
、
三
〇
頁
を
参
照
。

（
31
）	

速
水
侑『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）五
三
～
六
二
頁
を
参
照
。

（
32
）	

注
記
と
し
て
記
さ
れ
る「
或
い
は
荼
火
鉢
等
の
二
種
を
載
せ
ず
」も
興
味
深
い
。
前
文
に
見
え
る「
小
刀
一
柄
」の
注
記
が「
或
不
出
之（
あ
る
い
は

出
さ
な
く
て
良
い
）」で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
荼
」は
記
載
し
な
く
て
良
い
と
い
う
の
は
、
当
時
の
茶
の
消
費
と
流
通
が
一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

本
命
星
供
を
行
う
た
び
に
調
達
で
き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
な
の
か
。
精
査
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
ま
た「
荼
」の
次
に「
火
鉢
」が
記
さ
れ
、「
或
不
載
荼
火
鉢
等
二
種（
あ
る
い
は
荼
と
火
鉢
の
両
者
を
記
さ
な
く
て
良
い
）」と
い
う
注

記
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
関
係
は
見
出
せ
な
い
。
た
だ
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵『
古
文
状
』に
は「
浄
地
具
足
日
記
」（
称
名
寺

厨
房
の
常
住
物
目
録
。
応
安
六
年（
一
三
七
三
）の
成
立
）が
収
め
ら
れ
、
そ
こ
に
は「
黒
漆
茶
器　

五
十
五　

同
台　

九
十
」や「
茶
コ
シ
キ　

一　

同
カ
マ　

一
」な
ど
茶
に
関
係
す
る
器
具
が
見
え
、
文
末
に「
火
鉢
台　

一
」が
記
さ
れ
て
い
る
。「
浄
地
具
足
日
記
」に
は「
火
鉢
」そ
の
も
の
が

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
世
日
本
で
は
火
鉢
が
厨
房
に
置
か
れ
る
調
理
器
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。「
浄
地
具
足
日
記
」に

つ
い
て
は
、永
井
晋
編『
金
沢
文
庫
古
文
書
喫
茶
関
係
編
年
資
料
集
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
二
〇
年
、二
四
三
～
二
四
五
頁
）に
翻
刻
と
解
説
が
あ
り
、

参
考
と
な
る
。
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本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP20K

12806

・JP23K
12015

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
称
名

寺
と
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
の
皆
様
に
は
、
資
料
の
閲
覧
な
ど
に
お
い
て
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）




